　記載例①　

総政第44号様式
（第３条第１項）
　　　令和○年度　　地域づくり総合交付金交付申請書
　令和○年　○月　○日　　
北海道宗谷総合振興局長　様
申請者　住　所　〇〇町○○丁目〇－〇　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　〇〇実行委員会

会長　〇〇　〇　　法人の場合は、法人の名称及び代表者の氏名印　　
　事業名　　●●●事業　　　　　　　　　　　　　　
　　上記の事業に関し地域づくり総合交付金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

記
　１　事業の目的及び事業計画（事業の内容）
　　・特産品を使用したご当地グルメイベントを開催し、○○地域の特産品を活用した
魅力を発信し、地域活性化に繋げる。
開催予定日：令和○年○月上旬予定
内　　　容：○○地域のご当地グルメの出店、来場者の投票によるNo.1グルメの
　　　　　　決定、ゆるキャライベントを開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　事業実施により見込まれる効果
・ご当地グルメのイベントを実施することで、地域の特産品を活用したご当地グルメ
をＰＲできるほか、○○地域の魅力を広く発信し、活性化が図られる。
効果の測定指標：イベント来場者　○○人、ＨＰアクセス数　○○件
３　事業の着手及び完了の予定期日
　　　　着　手　　　　　　　　　　　令和○年　○月　○日
　　　　完　了　　　　　　　　　　　令和○年　○月　○日

　４　地域づくり総合交付金交付申請額　　　　　　　
　金　　○○○○円
　　　
５　申請者の概要

　　　設立年月日　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　申請者の営む主な事業
６　備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注　１　「１　事業の目的及び事業計画（事業の内容）」及び「２　事業実施により見込まれる効果」については、詳細かつ具体的に記載すること。
２　別途事業計画書（総政第45号様式等）を提出する場合は、「１　事業の目的及び事業計画（事業の内容）」を「１　事業の目的及び内容」に書き換えて使用すること。
３　事業主体が地方公共団体であるときは、「５　申請者の概要」は削除し、「６　備考」を「５　備考」に書き換えて使用すること。
４　地域づくり総合交付金の交付を受けようとする者が法人以外の団体の場合にあっては、
その運営の状況を「６　備考」に記載すること。
「内定通知」のあった日から、交付申請書の提出期限までの間で、実際に提出する日を記載してください。








１事業のみの場合は具体的な事業名、市町村等パッケージ申請の場合は「地域づくり総合交付金（地域づくり推進事業）」と記載してください。








目的、内容等を具体的に記載してください。











市町村等パッケージによる申請の場合は、個別の事業毎に記載してください。











事業効果を具体的に記載してください。


効果の測定指標を極力設定してください。











着手は準備、完了は事後処理・精算等を含めた日としてください（年度内）。





円単位（×：〇〇万円）で記載してください。





事業実施主体が市町村の場合は削除。


「６　備考」を「５　備考」に


書き換えて使用してください。











